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General Survey of the Studies on Fog-Preventing Forest. 

農林部門

防霧林研究の経枠についてはすでに述べられた通りでるって，従来はとの防忍林研究の中心

課題は防議機能という物理部門に関するものであったむ研究会としては本年度はじめて農林部

門がとれに参加をみたので、るって，農林部I"Jで;(土海霧地帯の輪郵を示すために拙生一般を調べ

共に一応出湯地帯の:民主経営の推移を II}liYC1:e.し，またとの地帯の森林や林業が海霧襲来íI宇にそ

の問辺にいかなる微気象ないし小気候をあらわすかをその特色にしたがって類型的な地域の森

林について観測し，将来と，(lを繰り返すととによって帰納的に森林の防議防)]i.~>;'jJ*範囲ないし

効果的な防議林帯の州古推定の段階に近づくという椛想、のもとに，浴議地帯のJ.!fitのノj、気候・林

内防光・林内外の接地気温・林の内外の風と林'市の防l武林効巣その他について観il!lJ を行った。

またとの土品作の森林施業に関する研究は将来の防霧林経営方針の樹立上不可欠のもので，すな

わち海議地借の森林の実態とその経営法に関する研究をもととにとりあげたのである。

~ミ林部/'1の観iJll Iあるいは調査地は p 物理'IT{I/勺の研究が厚岸海岸で行われるととによっておの

1ドからとれをその後方内陸，主として木川村本付に設定するととになったが，例々の研究とし

ては厚岸沿作の地に調査地を設けたとともある。なお農林部門の調査地に関辿して気象fi~/"Jの

観jlllJ研究がり岸海岸から後方遠く内陸の木川やJf;';~茶 11I J方面にわたり広拍I州で行~)~したととを間

記する。さらに当初出林部!っとして実施された雄型防霧林の研究結果はとれを物土盟部1"]1こ入tl

て発表せられたととをお断りする。

さて主11仲良原野の多くはゆるやかな波状形の峨形を呈しp いたるととろに広一民樹の二次林がみ

られる。とれらの林は比較的単純で、，ダケカンパ林・ミズナラ林・ハンノキ林ないしとれの混

交林であるがp 恭子-1 ・)手岸・上尾悦ーなどの丘陵台地にはトドマツ・広J樹立Iのフくjfi林がみられ，

イチイなどの!I-\'ý-:kな~*やさらにとの rllの iJt:没jt[I.~Wにはアカエゾマツの4年殊なitY:法がグ「在してい

る。!手岸IIIJ より浜 1:/-1村にいたる海岸丘陵についてみると，との地帯の IÎ:陵やその斜両の広;吏J樹

林はグケカンパ林・ミヤマハンノキ林・ミズナラ林で p 主風I乙聞する桂棋の風向地帯の位j形は

伏臥状l乙樹高の萎縮したものが多い。 ダケカンパ材三はアオダモ・ェゾイタヤ・ミズナラを混

じ，ナナカマド・センノキなどを作っている。ヰ木}~ミはミヤコザサがしめているが， ，以;4文のため

ササの退化した問所は附活ーないし11~散伝播性種子の1f~*が優勢となっている。低湿地に特有な

ミヤマハンノキ林が海i乙凶する首iT47斜面にみられるのは多湿な海霧Jti!，1，1Jiの特色ともいえる。 、

ズナラ材、は丘陵地帯にみられ，比l院的よい生育形をしている。
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~h止京芸地，1?の rj.tで効~~，;fえとなりうる立地のノく然林の生態をみるに，トドマツ林ととれにヱゾマツ，

または広'n~M'Jの出やる i見交林とオンコ林とである。オンコは;品JS地，市に多い特色ある林で，オ

ンコーオシダーシラネソラピ基l出走で示される。

とれらの地域において4411に異色あるJ仔 {L:'である本川村について海孫地帯にお・ける農業経営方

式の推移を検討してみるととにする。

l'h弘事也，tFの弘~~の経営がいかなる経過をたど‘って北修してきたかp 現 Ú:\' 、かに経営がiÎわ，t1..

ており，今後いかに立ßむべきであろうか。とtlらの沌題i乙対しτν[J~~ÀI~J.( II[ 1'1を選んで、淵査を

Hった。 IUJifì 23 年't!.川兵市!として，おWi4の地l乙診H: した 440 戸の民家lま 5 Ji1rit今の主}I:地を持っ

てr，IÍJlêの栽土庁や義蚕を j-:l判!こ定*:Hí三物を JJJI えた単純な位Jx民主経営法をとった。 しかし;伝説によ

る u 射のイ4j止と冷i)j( と多湿による生育のイせIl~ ， I JlH'とが;実の不良とは苦しい収穫(j)減退となり，

単なる常22で、は生三|ーが不I!J能なので}，tiJ f，柔の樹休を 13<: 1宋し，製;炭によって家計ーを支えなければな

らなくなった。しかし萩林の無計画な乱伐は本材牧陸の 111[折となり p allJ鈴'*を主食とする低い

不安な営住生日から離れるものが続川ずるようになった。しかした rEtltWJから乳牛が入札海

場のため結実の不良な作物も JIユの字Lを泊して収穫できる主務経蛍あるいは i凶，~経営へと進み，

ことに欣抑!大戦や満洲事変などの好況時代はよ5の価怖が高 L 、ととから ljJ産もとり入れられた。

しかしi的安 l乙対するお'ft~tl'~対策が遅~l ， -&1:・市・林の一段した多角形経営が樹立されなかった

ため， iEかふ削ìlい川i日，;j仲lリ1

た。:l壮1は之近 Lは主戸数も入+布村拙1Iιf在[当 I時!~山ば志4占寺1:子"ν;Jの)4 う分〉の 1 以以、ドにiか減』成主じ P その経営fi'rÎ七日!主拡張され 40~50 町:Jj;ーのも

のが多くなったがp その経営内存は急速な改苔向上を弘首される状態にある。その主主ドとなる

ものは防霧材、の計ïI日ï(1句なjilt成であって， 11-ì'!llli:物のJけJI\(のためにも，新:佼川にも p 林内牧野と

しても p さらに各季I 1\ Jの労力の淵整配分のためにも防み林を営誌の 41とする必必があり，す

なわちその介JW的経営はとの地帯の営吟の介正Ilt化を立味するにほかならない。

かかる異色ある J.(川村において，風の関係すなわち現白または過去の風の閣↑慌を淵ぺてみる

ととは}.(Ill1;;j の1~:)~経営に対しでも i山接的な参与桁針ともなにそれにもまして湯の研究に結

びっく防}JIi，tÆ*その他の立場を l切らかにするととになるものと，Uわれるが，給処[主.:kみとおりで

ある。

とれは太田村といっても木村で調査されたものでるる。霧と風とは互いに密接な関連1::有す

るものであるが， J!lit または霧は絶えない影響を環境の諸事象に残すが，そのうちでも風は枝吋乏

の形態等l乙比較的明瞭に影響を示している c

それで防接・防!虫L林の効果をみるために既存の各江市J列防瓜林・造林地の林縁イミ・居敷林・

孤立木等の樹木につき単木ごとに各地点の風の影響を調べp 地形・林設配置と風との関係を求

めまた各地点でとの短期間の風に閲するì1!1í定を行い，同!り?の3・Zの季節の風の実態を記録して，

とれらを総折して太田村の風に関する小気候剖査結果を求めた。
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(1) 風I(，J ，風辿の簡単な白 IÎ己務として森式風向風iliー自記百|ーが考案されているが，とれを使

って件られた浮季節の友IJI村本村の風向(故多)に関しては，だいたい市寄りの風と」じ:k; りの

風とに分けるととが111来た。

また風j} に関しては風のある場合では市寄りの風が強く，また毘問と夜Ii\lとでは夜IllJの方が

弱かった。すなわち風のある 1I の"1'-よりを見ると， Ï'Í''Î寄りのj凡では 2.30m(sec (故多}.!!lU('Jの風速

度)で北寄りの風の場合l土1. 79m(sec となにまた恩1mでは 2.31m/æc，夜[llJでは1.75m/sec 

であったp

なおとれらの観iJllJ と II;J時刻の何時観il!1J値を， 1Rc;昔. {ill ij村両観測問・の観ì[[lJ~:li!-!~からとってみる

と p その故多)fft\'向はlH'f.f りの J!l\\.の場合釧路の風と似ていて， 北寄りの風の場合イ民主の]瓜と似

ているととがわかったっ との場合の風速度はfJlj路では 2.90 m/sec, 1及室で 2.35 m(sec であ

って P ぷ川村木村におけるHf寄りの風と北寄りの風のそれぞれの風速度と関係が[，1]じであっ

た。

(2 ) ぷ川村木村における風に関する小気候調査は防風林・防湯林に|現Qliを持つものとして

は春夏秋の各季節にわたっτ とれを行うととが望ましいが，かかる風の忠告Hを tJ!U!0J利用環境ìJllJ

5i:法によって，全年の主風の方向や強さに関して調べてみた。すなわち風rí，]に関しては樹木の

j瓜筒右1むを，強さに閲しては樹高を ITÍ'ù;;.';j l!Ï径でゲ;リったいわゆる形率を採川してみたのでるる。

必JJ:主としてカラマツを搾川するのが品も有利であった。とれには風以外の地形・立地の条件

がfi，j-なる環境でìl!1JユLを行うのが王11[元日 (e~で-あって，したがってとの場合多くの仮定を要すると

と当然で、ある。とれらの形率は一般に正常に;互い生存をしたものに比べて非常に小さい数値を

訴し， ~F-:l[Jf!l'Iとしてだいたし‘ 40~60 で碕に 70 に近いものがあったにすぎない。

木村合岨J:の各地域にかける形率の分布を該地域の森林而lWtlJ千?と対J!H してみたととろ p だ

いたい森林r!'JjHt~切合の大きい地域ではとの形率がんきくなる傾向が認められた。太IH村木村で、

はljL < [J日発の行われた林叢の少ない西部地域でとの形率が小さく，おそく開発が11われ，かつ，

多少進歩的経常の行われているという東部地域でこの形率が大きいという結県になった。たと

えば西部地域で、は森林尚子主主1]1干の一千均が 37.9;r; で形率の平均が 51. 20% となり.東部地域で

はえ抑制計六主IJ合の '1<-均が 51. 0% で'}Iヲ率の ~I'-均が 55.44% を示した。

とれらのカラマツの樹冠が風になび、いている方向を， 7f:b率を求めた場合と同一樹木について

iIllJJとしたものの平均について各地域ごとに図示したが，だいたい南西または市々西の風向を示

すものが多しすなわちカラマツの生育期間で太田村木村台地上では一般にとの方向の風が卓

越しているととが判明したが，との方向は特に西部地域では前項に述べた霧季節中の強い恩間

の風の方向と一主主している。

かかる海孫地帯の歪曲したth'J冠形はもちろん大部分風の強いために 161 るのであろうっ厚岸湾

の外方において太子j芋に直聞して l吃立している高き断崖状の林砲で，やや孤立的な林木はいや
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れも激しいj瓜怖をうけている。すなわちとれらの防lH1'fザJ帯の樹E'!は高山の樹担によく似てい

て風何回の11主l指紋には主幹がf尽くその上部が横臥している慌玖型がしばしばみら fl，極端な場

合には主j~J:í~が伏臥する伏臥11手もとっている。林内にはいると主制1iの短い p すなわち地上住かで

分岐してしまう短主幹型がしばしば児られる。また林rl' にはしばしば下一方で、分岐する下方分校

型をみる。 それにさらに海岸線より 3~4km 離れた広い段線上，完熟にj主した青木が樹l~干の

浅い傘型すなわち浅傘型をとるととがるる。

とれらが樹型の特徴であり，気候的環境から一I-.k成長が他の -~J;(:地帯に比べてJJjJ {IilJ されてい

る訳である。

森林と林内陽光の!日j題はあえて新しいものでないが，湯に結びついたとの課題は千平方i白[に有

益なる資料を提供するものと芯われる。一般に林冠の隙IiIJ をもれて射入する也射光線が地上に

影を落す地点で、は，そのj照射のi時Ii IJ は 4'11当多量の!!乱射をうけるが，なおr御地の Ili]fl年観測!の粘県

に比べるときわめて少量であるととが多い。さらに}，';]聞に林立する樹木の影で，持湿の林地で

は 2 時I/ IJ以 i二 Ili]--f;:;j処に!!白身、lせられるととが少ない。したがってきわめて僅かの光線が林内に

照射せられるに過ぎないのである。 Ili]時にかかる場合観i!!ll}，~.の試定方法自体に大きな研究1111題

もあるのでるるがそ~lはともかくとしてだいたい弐のような帝J;県をf守た。

(1) /((川村本村での観iWJの走行県によるとミズナラの二次林で約 40 '"ド生の林で、は千:J!，J して

8% 内外よりなしシコロ・イタヤの林で，そのドにはオシダ・パイケイソウ等を生じ，放牧

地として使川せられている処では 7% ， アカダモの組祉.下では 5% であったっ とれらはだい

たいにおいて海;援は夜川に発現するので H q，は附/くとなり午後は高議となり全天公っているの

で，出移襲来fI寺の観i!!IJ といっても，かかる林内照射の関係も曇ぺの場合と Ili]様な結県を示した

のである。

(2 ) 太川村湿原のヤチハンノキ林・カラマツ人工林・ヤチダモ材らまたJ:.尾幌のヱゾマツ

林等で林内防'/t量iJlIJJtの結果は，樹木生長のための:lr主少受光量で、はないが，かなり少ないもの

であるととは本易にJまえられるととろで，しかもとの結県は割合好ノ〈の fl の観測IJであったとと

からみても，海霧の襲来のるったときは林内の低下するととは著しいものがあろうととは l切ら

かで、あるが，だいたいにかいてやはり公六時のそれと対比されるところが多い。したがってい

ろいろの樹種の稚樹が生存し得るとしてもさらに良好な生育をとげしめるにはなお多量の陽光

を必要とするものと，E、われる。

( 3 ) 厚岸海岸で太千i4ô l乙面する箇処で濃霧襲来時の観iJllJによると晴天の日 i乙比較してI::J!!誌

は約 1/4 に減じたが，との場合林内ではさらにその牛分の陽た量が観測せられたにすぎなかっ

た。

農:;~~~に関係する産業気象として接地気温の研究が大切であって，海霧と結びつくときに沿い

てヰ年にしかりである。
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ユ臥1-. 0.25 m の接f也気ilIJ. として最高最低気温の観測を行ったが，とれは 0.25m の士也1:-.;%の

気iffilが:1;/1 1作物の生'-íすに術接な関係があると考えられ，また最高・ k，t低気温には接土也気i置の特散

がよくあらわれるものであり防霧林周辺の農業の実際問題として最高・ i両氏気温[に及ぼす議の

影枠はtíl当主張であると，I目、われたからである。

との徒地気i品i観ì!llJの J\fJlilJにおいては不運にも出議が日 rlll乙/I~現することなしまた風向も林

帯に也f1]で・なかった。しかし種々の観測の結県を綜合すると，海霧襲来のときの防湯林周辺の

接地気温は曇またはmの場合と非常に似ていて，局地差lま概して小さかったc

iKil度自記者持の記録によれば，夕刻から早朝にかけて温度が下降するとき，ある濃度の識がく

ると iA1度の下降は一応停止するか，または僅かにJ--.c灯ーし比較的暖かい状態をMk~ 年するが，議が

うずれればまた下降しはじめる。 Ii111月から日盛りにが]いi毘度が上昇しているとき霧の襲来した

ととはとの観iJliWJJI i\ lになかったが，長天やiH天の場合を考えれば揃度の上1-1.は一応作Ii:するか

または多少下降し，議がうすれるまでその状態は続くもののように想像される。

さていよいよ太 111村に現存する防霧保安林についてその徴気象的実態を l切らかにしなければ

ならない。

とれはまた風の小気fI~~.;i;I'd査で、 l土師住の現象が現実の 71引こ示されたものから風に関する実態を

帰納するととが主11凡であるのに対して，垣間IlIJではあるが現実に期IilJ rjtの関係諸要素につき観

測を行い，しかもとの:}，(問村本村で出主も特異なイt-ftで、あるqYi.[iの現実F方議保安林についてその

関係を求めたものであって， J3ltのノj 、気 fl~~調査で1土太町村の本村全域にわたり全般的な風につい

て取扱ったのに対し， さらに対象を防議林にM映して， しかも観測要ぷーとして風のほかに気

温・霧ノ'J，呈その他を加え， Tm者ーの場合より精度の高い方法で観ìillJ したと去に特徴があると l'iJ時

i乙， {'英然とした防場林の実態としての広大で不出則な森林につき，森林の大いさま tcf土単純に

考えた林分のわい主による|藍の影響るるいは林内外の変化を観il!lJせんとしたとと等に特徴がある

ものと，l目、われる。

太川村の:圧の風は一般に材いが林外1 :ì 1且H(，]のいかんを 118わす=他の点より JlÛUiliが大であったc

しかし出湯が土也上を蔽った後は一敢に林内外ともに静穏となるととが多かったο 林内外の気i昆

差は林外が高 c 林内が低いという一政的傾向の他は特iこ顕者な差は li.込められなかった。また

ガーゼにより拍捉された霧水量からみて林外では林内より霧水量が多いという結果がH~た。塩

分量は各観測点で観測された霧水量に必1ドしも比例せす，その分布状態もきまった傾向はあら

めれていない。

なお海霧の侵入程路に関しては観測点が砲の利を得ていたためにたいていとの防霧林帯の中

に介花する沢の低地から這い上がり，しかも霧の込が地面から離れているととが顕著に認、めら

れた。

風のノj、気候や防霧保安林の気象の調査に述べたととろによって防霧林研究の対象たる森林が
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広大なる区域から p さらに小区域にIU-1:J-Ëされ，また雑然散点(I句なものからやや団地的なものに

局限されてきたが，しかしとれとてもなお森林のは活は複雑で?庁気象安ぷ・のiJIII):iご結果と対)Htせ

しめるには多くの不規JlIJ性を有し，とれら相互関係の検討に非常な H;IJiff性があるので p との調

係については一応の北IIJJは 111来ても，理論的な解明にまで発民させるととは存易でないe それ

でニ欠は森林の排出もやや簡単で，林JI予からみても林帯としての形状が保たれ，かっそれに作う

地形も概観して平坦に近しかっ地1:& ~.f啄めて狭小で・あるととろの国有防風保安林を対象とし

てその前後の風・気温・霧水量・空中塩分量等の観1[[11ペサ!l1定を行い，また，さらに精度の高い

方法で林内外の風辿の丞ι分布等を~iNd杢し，それらの結果を林'市の;影響と結び‘つけて，とれら

のそれぞれの両者相互の関係の一例をやや明般に決定しようとしたのであるつすなわち防風林

の近接効果という工nr~ を搾JiJした。

水"I'H0にもご主也的にも整然とした林，;1?を示す広民樹の防)瓜林の|功)武効県柏聞は樹高(との場

合 10m) の約 20 仰である。しかし風迎が林に対して 45 0 の角度のときには 101:L 23。のと

きには 51:'{.というように風向が斜になるほど効果組凶は減少する。なお林の前縁で風速が林の

前方よりも大きくなる傾向がみられた。風速の小さいほどとの傾向はいちじるしくなって林前

10 似点の風jiliが約 1 m/sec のときには 10~40% 1\'1加する。 とれは樹世ドに風が入り込んで、

ゆくときに p 林縁の入口でかi速されるためと忠われる。ガーゼ、に附いた浮水量は林の前方で、は

3 傍点ぐらいから多少ìffi~って，林のfÜ後では林前の 1/2 になり，林の後方 10 倍ぐらいの他点

でもとのfjj'Uc もどる。議7J'(の rfilこ合まれた塩素量はごく微量で，かつfii'iが変到し，なんら一定

の傾向がみられなかった。

林にいり込んだ}jllは林の TjÎj縁から内方に向って距離の指数式にしたがってだんだん減少して

ゆく。

樹í[i)ほ戸jでは校や葉がとんでいるから夙に対する抵抗が強(， tìH冠下にくらべて風速l土林の

前縁近くからすぐ去える。そのおとろえ方のちがいはt底抗係数によって去わされるが樹元i府内

では約 0.029，粒抗t下では 0.009 であった。

湯をあli捉する森林の刷出は林の rl-:j さ，;lliの両政，高さの複月号性，立水筒!立などによってi)!lJ ).ë

され，ととに森林の主Iì議機能は葉の町民との;[:;J関性が大であるが， ilIIÆ民地方の防議林は現在い

かなる状態にあるか，霧を捕捉するために森林はいかなる有機的措芯をしているかp 防霧抹の

施業経営方法をいかにしたらよいか，とれらの課題にたいして調査した林l主忽Ij根原野に広くみ

られる広葉樹二次林と落石， )手岸p 上尾幌の丘陵台地にみられる針葉樹・広葉樹の天然林とト

ドマツ・カラマツなどの植栽林とである。

二次林二火林の胡極は比i民的単純で、ダケカンパ林・ミズナラ林・ハンノキ林ないしとの混

交林で， 20~40 年代のものが多い。 とれらは海岸からの距離や地形の起伏に比例して，すな

わち海霧や風街の度合によって林の構成や生長に差がみられる。との立地条件と植生型にもと
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づいて，森林を併糾してとれらの林を施主経営するうえの資料をえた。

ダケカンパ~-*:繊細!な枚組は風になびき風圧が少ないので，ダ、ケカンパは出!援に rlITする風f仔

地帯でも比較的よく生育し，他方生長が工，Lいので、防議林にi!亙当な樹柏であるが， f主株が悶朽し

やすく間J芽力が弱いので択伐作業には越しない。しかしカパ林の林床は飼料価の正:jいミヤコザ

サが多しいたるととろに放牧が行われているので，森林地業と放牧とを組み合せてカパの1li

新を図るととは囚:~j[で、ない。 海岸カ込ら 2km 内外の}且UiUj区のカパ林は 35 1，ド生で林の211i さ 9 .4

m ， lha 当り村干A 68m3 であるが， r̂ .J陀 l正陵林では同年で 14.1m ， 100m3 I亡，さらに背泊I綬

斜地では 16.5m ， 125m3 となっている。

ミズナラ林:カパ林につぐ代表的樹間で初期jの生長はカパより劣るが， y;jj芽性が大なので\ずr

b;洲、に趨し，かつ林床のササとその樹実は放牧に越する。出議地帯のミズナラ林は 35 1，1'-生で

高さ 10 .4 m ， 1ha 当り 85m3 となっている。

ハンノキ林.低iLi地，流町!qこ多いが，海宗主地帯では lí~陵ないし斜面{にもみられる。とれらの

ハンノキ林はヤチハンノキヰ*・ヶヤマハンノキ林・ミヤマハンノキ林に区別できる。風向条件

の近似な íXiÎ川ではヤチハンノキ林はiIîffi同地の ζ ヤコザサ主J! と湿if\1地のノガリヤス型と低湿地の

ヒラギシスグ型との川には生長の7さがあまりみられないc すなわち 35 ~ド生でほぼ林のようi さが

10.7m , 1ha 当り 77m3 となるが，風街地帯では同年で 7.9m ， 57m3 となっている。;初予か

ら 10km 離れた流l咋のケヤマハンノキ林の生民は Iff盛で、A等地は 30 I， I~生で林の向さが 17.9

m ， lha 当り 163m-' ， B等よ也は H I，I~で 15.8m ， 132m3 となっている。

アカエゾマツ林:海洋地帯のアカヱゾマツ林は落石 lí-_伎の湿地ないし高位泥炭地に lt下団状に

みられる。アカエゾマツは立地，布{[生型によって成長が苛しく異なり， iIîffi同地のミヤコザサ型

はfJiι止がよく 120 年生で 16.5m ， 1ha 当り 368m3 であるが，コヨウラクツツヂ型では 180 年

生で 11. 8m ， 196m九 ミズパショウ型では fíiJ I，Jôで 7.2m ， 102m3 , ワタスグ型では I"j じで 4.6

m , 48m3 の成長量となってあ・り，高位泥炭地の成長は制めて不良である。 トドマツ天然林と

して孫石・ !!M~:' J~J己中見を剖査した。泌霧1~~'t('林地帯のトドマツは高さも低<.成長も劣って

いるが，内陸l乙向うにしたがって林の市さも大となれ成 Lとか良好となってー!府主張機能を哨

ヲにしている。

海霧地市!?の53林の沿革は浅いので大面積の古い浩ヰ和也はみられないが，局部的に先覚者の植

栽したトドマツ・カラマツの民有林や国有鉄道有林がある。とれらは潮風・海霧に面する海岸

稜線のものは生長が停滞し，カラマツは萎縮した形態となっているが，海岸から 4km 以上離

れたi也市I'~~で、は生長がややよくなれ ととにトドマツ植栽林の成績はかなりみるべきものが多

い。す友わちA等地では杭栽後 30 年目で‘高さ 12.5m ， 1ha 当り 10 .4m" B等地では 9.3m ，

6.7m3 , C等地は 6.9m ， 4.7m3 であるが，海岸前線の生長は不良で、，同年目で 5.7m ， 2.2m3 

の成長にすぎない。出霧地帯も最前線をのぞけばトドマツの成長は旺盛で集約な農家経営の困
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要mなとの地方としては経済的効巣が大で，最高林の一環経営の必姿を痛感する。

カラマツ林も海岸から 4km 以上高IIHl ， J主L←真となっている地形では生長がかなり良好でL植栽

後 25 1， t三日で 15.5m ， 197m3 となっている。

以上は本年度決林.-IT!l 1 "j として行われた請す"M杢結c!f~の要約に過ぎないのであるが，設J木部I "J と

しては本年度初めでとの研究会に参加した関係上，その研究椅想というものはあっても.また

一応はやってみるという点もなくはなかったが，といって研究動向を不明瞭ならしめるという

ものではなかった。しかし一般にはかかるものは予想さるる泣い将来の研究段階に必いて他の

研究課題にたのやから吸収されるととになるであろう。防霧林の iiJI'究対象が非常に多いためと

研究ML宇佐の関係もあって p 本年度の造林部)"Jの iiJI'究結果は完全にまとまったものとはいわれな

いにしても，とれらに関しては研究段階の進むにしたがい納得のゆくように解決されるととで

Zうろうと信ぜられる。 (1'・:，j;業，;試験場札幌支場 三島懲)


